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図24　発掘区の断面と層序区分
層相i　　　　構　　　　成
　　　　　　二一直径16コ50mm聴度あ亜円礫を主体とする。マトリッ砂礫層
?????．???
灘???
一〇?
Fig．24
層序
1　　　　　　クスは砂。礫の密集する部分と、中～細粒砂で礫の　　　　　　趣」壁な繊とが認められる。
2粘土層蕗野齢至寵認晶繁§；こ論殼㌘
3砂層‘灘霧齢殼ピる・粒子は上方へいくほど細
　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・砂礫・麟蟹欝竃讃言違・・ぷ編
i1玉層直径は砂られ
6 砂礫層
7 砂礫層
直径は砂砂帯
直径
は砂???????。
一
砂礫層
9 礫　　層 直径は＊占
10～50mm程度の礫を主体とする。マトリックス。比較的均一な堆積をみせ、級化はあまり認めない。一竺ト］1ックろのほとんどないi塑帯一があ灸。
10～50mm程度の礫を主体とする。マトリックス。側方級化が認められ、礫をほとんど含まないが認め方L起る。塞璽は明瞭。
10～60mm程度の礫を主体とする。マトリックス。・1・礫帯に褐鉄の付着がみられ、火焔状構造を呈す。北壁で匿下部に粘土層が在在すL－＿＿
直径10～50mm程度の礫を主体とする。マトリックスは青灰色を呈する砂。粘土ブロックを部分的にはさ
　　　　！
一一．・『
備　　　考
マトリツ砂で礫
．一
砂も多分
られる。 植物遺存体を含む。
くほど
『　
植物遺存体を含む。
生痕化石が認められる。
木器の出土層
リックス
分的に粘 植物遺存体を含む。
　　　．一・・リックスまり帯
植物遺存体を含む。
植物遺存体を含む。
植物遺存体を含む。
植物遺存体を含む。
30～40mm程度の礫を主体とする。マトリックス粘土。礫の大きさは比較的そろっている。
表1　V層の土層細説 Tab．1
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図25西八木層V層の断面図
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図26西八木層（V層）中の木材化石の出土状態と粘土ブロックの分布状態　　1：＋3．32m～3．02m（3月7・8日検出），2：＋2．67m～2．03m（3月9～12日検出）3：＋2．32m～1．50m（3月13～20日検出） Flg26
2発掘の概要
　遂に1片の獣骨も石器
も検出できず。V層の特
に下部は還元状態でグラ
イ化しており，今にも獣
骨が出てくるかと思われ
たが……。
　夕方，発掘メンバーは
現地で解散。1日から21
日までの間，雨天の日が
7日以上あり，小雨の中
で作業，あるいは宿舎で
待機し雨の合間に現地に
出かけて作業という方式
であった。
　3月22日　朝からパッ
クホー2台を用いて埋め
戻し開始（24日まで）。
　3月23日　朝，自動車
で宿舎を発ち，深夜，佐
倉に到着する。
　以後，古地磁気の測定
??
図27　発掘参加者（一部） Fig．27
　　　　　　　　　　　　　図28発掘調査結果の研究会の模様　　　　　　　Fig．28
に約1年間を要するとのことで，1年後を期して検討会をもつことにして，各研究者
の所で資料整理と分析がつづけられる。
　1986年3月10日　鈴木三男によって木材サンプル中から見出された木器が，辻誠一・
郎を通して，春成の所に届けられる。意表をつかれ，逆にすぐには驚きなし。
　1986年3月29・30日　佐倉の国立歴史民俗博物館で，「明石市西八木海岸発掘調査
結果に関する研究会」を開催。調査参加者が，北は北海道，南は鹿児島から約40名集
まり，諸研究分野から研究成果がもちよられる。29日に，木器の発見が報告され，大
きな話題となる。西八木層の年代は，とりあえず5～12万年前ごろという大まかな数
値が与えられる。
　4月28日　日本文化財科学会第3回大会が学習院大学でひらかれ，調査結果を報告
する。
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第1部発掘調査
　5月12日　大阪・清風学園の紀平肇から西八木層出土の石器1点が，春成に届けら
れる。
　6月27日　東大原子力研究総合センターで西八木層出土木片の14C年代が判明す
る。
　11月2日　第40回日本人類学会・日本民族学会連合大会（於・九州大学医学部）
で，西八木海岸発見の木器・石器について報告する1）。
註
1）西八木海岸の発掘調査に関して，これまでに書いたものは，次のとおりである。
　春成秀爾　1985　「5，6万年前の旧人か一明石人の発掘検証を終えて」r神戸新聞』文化
　　欄，4月15日付，ほか．
　一一1985「明石人の発掘」r歴博』10，6～7．
　　　　1985「解説」（直良信夫）『日本旧石器人の探求』331～356，六興出版．
　　　　　1986「明石人問題その後」r歴博』18，9、
　　　　1987　「明石人発掘雑感」r日本文化財科学会会報』13，11～12．
　　　　1987　「明石市西八木遺跡」r日本考古学年報』38，1985年度版，499～502．
　　　　・西本豊弘　1986　「明石市西八木海岸の発掘調査」r日本文化財科学会第3回大会研
　　究発表要旨』．
　　　　・　　　1986「明石市西八木海岸発見の人工遣物」r第40回日本人類学会・日本民
　　族学会連合大会研究発表抄録』113，九州大学医学部．
文　献
神戸新聞社学芸部兵庫探検・歴史風土編取材班　1975r兵庫探検』歴史風土編，1～356，神
　戸新聞出版センター．
高橋　徹　1977r明石原人の発見一聞き書き・直良信夫伝』1～262，朝日新聞社．
Outline　of　the　Excavation
HARuNARI　Hideji　and　NlsHIMoTo　Toyohiro
　The　location　of　the　excavation　site　is　so－called　Nishiyagi，509　Miyanishi，
Yagi，　Okubo－cho，　Akashi　City，　Hyogo　Prefecture，　Central　Japan．
　HARuNARI　and　NlsHIMoTo，　both　of　the　National　Museum　of　Japanese　History，
1ed　the　excavation，　in　which　a　great　many　scholars　and　studehts　from　all　over
Japan　from　Hokkaido　to　Kagoshima　and　from　many　different　fields，　including
archaeology，　geology，　paleontology，　anthropology，　and　geoscience，　participated．
The　excavation　was　conducted　froln　the　lst　through　the　21st　of　March，1985．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2発掘の概要
　　An　excavation　unit　25×11　meters　square　was　set　up　on　the　top　of　the　sea
cliff　which　was　12　meters　in　height．　The　first　8　meters　were　excavated　with
earth－moving　equipment，　then　the　next　2．4　meters　were　excavated　by　hand．
The　gravel　and　sand　layer　from　which　the　original　Akashi　bone　supposedly
derived　covered　an　area　of　8　by　6　meters　of　the　excavation　unit．　During
excavation　of　this皿it　a　piece　of　worked　wood（26．9cm　long，5cm　wide，　and
3－7mm　thick）was　recovered．　About　one　year　after　the　excavation　was　fini・
shed，　a　single　stone　flake　which　had　been　recovered　from　the　gravel／sand
layer　in　the　cliff　by　a　passerby　in　1965　was　brought　to　the　attention　of　the
research　tea皿．
　　This　excavation　has　clarified　the　existence　of　Late　Pleist㏄ene　humans　in
the　Akashi　District．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　List　of　tables　and　figures
Tab．1　Explanations　of　each　of　the　internal　layers　of　Layer　V．
Fig．17　Map　of　the　Nishiyagi　Coast　as　of　1978．　Does　not　indicate　the　more
　　　　　recent　development　which　has　taken　place　since　then．　The　location　of
　　　　　the　1985　excavation　is　indicated　by　dark　haches　and　the　hypothesized
　　　　　　l㏄ation　of　the　Akashi　innominate　bone　discovery　is　some　meters　south
　　　　　of　that．
Fig．18　Excavation　site　of　the　Nishiyagi　Coast，　in　1985．
Fig．19　Removal　of　the　upper　part　of　the　deposit　with　a　backhoe．
Fig．20　Examination　and　recognition　of　stratigraphic　layers　after　the　excavation
　　　　　　with　the　backhoe．
Fig．21　0verview　of　the　excavation　in　progress．
Fig．22　Preparation　of　a　plastic－backed　profile／strip　of　the　site’s　stratigraphy
　　　　　　for　future　reference．
Fig．23　View　of　the　excavation　unit　at　the　excavation’s　end，　prior　to　backfi－
　　　　　　11ing，1985．
Fig．24　Sections　showing　the　81ayers　in　the　excavation　unit．
Fig．25　Details　of　the　columnar　sections　of　Layer　V　in　the　excavation　unit．
Fig．26　Plat　map　of　the　wood　recovered　from　the　Nishiyagi　Formation（Layer
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　　第王部　発掘調査
　　　　　　V）．
Fig．27　Some　members　of　the　excavation　team．
Fig．28　Photo　of　symposium　held　on　March　29，
　　　　　the　Nishiyagi　investigations．
1986　to dis uss　the　results　of
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